
心
臓
の
大
き
さ
や
動
き
の
異
常
、弁

疾
患
な
ど
、超
音
波
を
使
っ
た
画
像

か
ら
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
化
学
自
動
分
析
装
置

心エコー装置 細
胞
検
査
士
と
い
う
資
格
を
持
っ

た
臨
床
検
査
技
師
が
顕
微
鏡
で
炎

症
か
腫
瘍
か
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

ド
ッ
ク
や
各
種
検
診
が
ス
ム
ー

ズ
か
つ
精
確
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ

ム
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

自動採血管準備システム こ
の
認
定
証
は
細
胞
診
専
門
医
の
も

と
に
良
好
な
精
度
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
施
設
の
み
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

蛋
白
、
酵
素
、
脂
質
、
窒
素
、
電
解
質
な
ど
の

生
命
維
持
に
必
要
な
成
分
を
精
密
に
測
定
し
診

断
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

大和病院発

病理検査

正確で迅速な検査を
心掛けています。

国内最高速の分析装置です。国内最高速の分析装置です。
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南
魚
沼
市
立
ゆ
き
ぐ
に
大
和
病
院
　

健
　
友
　
館

　
み
な
さ
ん
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
と
い
う
言
葉
は
聞
か
れ

た
こ
と
が
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
？

最
近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
よ
く
話

題
に
な
り
ま
す
ね
。
当
健
友
館
で

も
今
春
よ
り
こ
の
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
血
液
の
検
査
に
加
え
、
お
へ
そ

周
り
の
測
定
（
臍
周
回
径
）
を
し
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
の
診
断
基
準
に
沿

っ
て
該
当
が
な
い
か
ど
う
か
ド
ッ

ク
受
診
者
全
員
に
個
別
の
相
談
、

お
話
を
し
て
お
り
ま
す
。

〈
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
と
は
〉

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

と
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
原
因

で
、
血
圧
・
血
糖
・
血
中
脂
肪
の

異
常
が
起
こ
り
、
動
脈
硬
化
が
ぐ

〜
ん
と
進
ん
で
し
ま
う
危
険
な
状

態
で
す
。

　
内
臓
脂
肪
が
た
く
さ
ん
溜
る
と

脂
肪
細
胞
が
悪
玉
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
を
大
量
に
作
り
、
こ
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
一
つ
一
つ
が
軽
い
異
常
で
あ

っ
て
も
重
な
る
と
と
て
も
危
険

な
生
活
習
慣
病
な
の
で
す
。

〈
診
断
基
準
〉

�
　
へ
そ
周
り
径
（
内
臓
脂
肪
 

　
の
溜
ま
り
具
合
を
み
ま
す
）

　
　
　
男
性
　
85
�
以
上

　
　
　
女
性
　
90
�
以
上

�
　
1
中
性
脂
肪
　
150
mg
／
dl
以

　
　
　
上
ま
た
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

　
　
　
ス
テ
ロ
ー
ル
　
40
mg
／
dl

　
　
　
未
満

　
　
2
血
圧
　
最
高
血
圧
130
mmHg
以

 
 
 
上
ま
た
は
最
小
血
圧
85
mmHg
 
 
 
 
 
 

 
 
 
以
上

　
　
3
空
腹
時
血
糖
値
　
110
mg
／

　
　　
　
dl
未
満

　
�
と
�
の
う
ち
２
項
目
以
上
当

て
は
ま
る
場
合
（
危
険
因
子
を
多

く
も
っ
て
い
る
ほ
ど
）
、
心
臓
病

発
症
の
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

〈
さ
あ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
ょ
う
！
〉

　
あ
な
た
は
定
期
健
康
診
断
や
、

医
療
機
関
で
医
師
か
ら
以
下
の
こ

と
を
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？

　
右
記
に
該
当
し
た
方
は
、
へ
そ

周
り
径
を
自
分
で
測
っ
て
み
ま
し

ょ
う
！

Ｑ
　
あ
な
た
の
へ
そ
周
り
径
は
85

�
以
上
（
男
性
）
、
も
し
く
は
90

�
以
上
（
女
性
）
で
し
た
か
？

Ａ
　
「
は
い
」
と
答
え
た
方
、
あ

な
た
は
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
よ
っ

て
生
じ
た
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。

〈
予
防
・
改
善
す
る
方
法
〉

　
ま
ず
は
、
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す

た
め
の
生
活
習
慣
が
基
本
。

1
　
適
性
体
重
を
目
指
す

　
　
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
25
以
下
）
。

　
　
食
べ
過
ぎ
に
注
意
。
腹
八
分

　
　
目
を
。

2
　
油
類
、
糖
質
を
控
え
、
野
菜

　
　
を
充
分
に
。

3
　
う
す
味
を
心
が
け
、
塩
分
1

　
　
日
10
ｇ
程
度
に
。

4
　
運
動
を
心
が
け
る
。
活
動
的

　
　
に
過
ご
す
。

●ウエスト径の正しい測り方●

危険因子の
保有数

心筋梗塞発症の
危険度

０個

１個

２個

3～4個

１倍

５.１倍

９.７倍

３１.３倍

□コレステロール値が高い

□中性脂肪値が高い

□HDLコレステロール値が低い

□血圧が高い

□血糖値が高い

日本のメタボリックシンドローム
診断基準（2005年）
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診療科 医　師 月 火 水 木 金 土

内　科

往　診

リハビリ

午前

小　山

小　山

青　木

廣　田
（ゆきぐに大和病院副院長）

中　谷
（ゆきぐに大和病院外科医）

安　部

堀　内

高　橋

薄　田

小　山

青　木

理学療法士

理学療法士

4・25日 5・19・26日

12日

毎週

※6・20・27日

※水曜日午前の小山医師の診療は、予約検査を優先させていただきます。
◆曜日の数字は今月の診療日です。都合により診療日が変更になる事がございます。
◆土曜日午後、日曜日、及び祝日は休診です。

7・21・28日 1・8・22・29日 ２日

毎週 毎週 14・21・28日

7日

15日

毎週

1日

30日

9日

16日

6・20・27日
（20日：予防接種）

毎週 毎週 毎週 8・15・22・29日

毎週

13日

8・15・22・29日 毎週

毎週

4・25日

毎週

5・19・26日

毎週 毎週

毎週 毎週

毎週

8・15・22・29日

7・21・28日

　

午後

午後

午後

午前

足関節運動編足関節運動編

城内病院では

「人間ドック」「健康診断」

「事業所健診」を行っています。

─ お気軽にお問い合わせください ─

　今回も『自宅で・１人で・簡単に』できる運動の紹介です。足関節は下肢（膝から下）と足部をつなぎ、
立位時のバランス保持や体幹・下肢の筋力を足部に伝達する働きがあります。足・膝・腰などの下肢・体幹
部の障害（足関節ねんざ、ふくらはぎの肉離れ、靱帯損傷など）予防・再発防止のためには、足関節周囲の
動きを良くし、筋力をつけておくことが大切です
　なお、運動については、現在足関節やふくらはぎなどに痛みや腫れがある方は、症状が悪化する恐れもあ
り、主治医等に相談してから行うようにしてください。




